
 

 

（下線は変更部分を示しています。） 

 現 行 定 款  変 更 案 

 

第５章  監査役及び監査役会 

 

第 28 条（監査役の数及び選任方法） 

① 当会社に監査役６名以内を置き、株主総会で 

これを選任する。 

 

（新設） 

 

 

 

 

② 前項の選任決議については、議決権を行使 

することができる株主の議決権の３分の１ 

以上を有する株主が出席し、その議決権の 

過半数をもって行う。 

 

第５章  監査役及び監査役会 

 

第 28 条（監査役の数及び選任方法） 

①（現行とおり） 

 

 

② 会社法第 329 条第３項の規定に基づき、法令 

に定める監査役の員数を欠くことになる場合 

に備え、株主総会において補欠の監査役を選 

任することができる。 

 

③ 前２項の選任決議については、議決権を行使 

することができる株主の議決権の３分の１以 

上を有する株主が出席し、その議決権の過半 

数をもって行う。 

 

第 29 条（監査役の任期） 

監査役の任期は、選任後４年以内に終了する 

事業年度のうち最終のものに関する定時株主 

総会の終結の時までとする。但し、補充によ 

る監査役の任期は前任者の残期とする。 

 

（新設） 

 

第 29 条（監査役の任期） 

① 監査役の任期は、選任後４年以内に終了する 

事業年度のうち最終のものに関する定時株主 

総会の終結の時までとする。 

 

 

② 補欠の監査役が任期満了前に退任した監査役 

の後任として就任した場合、当該補欠の監査 

役の任期は退任した監査役の任期の残任期間 

とする。 

  

 


